
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2022年「住み続けたい自治体ランキング」宮城県第１位 
 株式会社リクルートが宮城県に居住している人を対象に実施した WEB アンケート

「SUUMO 住民実感調査 2022 宮城県版」の調査結果が発表され、富谷市が「住み続け

たい自治体ランキング」で宮城県第１位となりました。 

また、住んでいる街の魅力に関する調査において、「子育てに関する自治体サービ

スが充実している」「介護や高齢者向けサービスが充実」「人からうらやましがられそ

う」「魅力的な働く場や企業がある」の魅力項目においても第 1位となりました。 

引き続き、本市の将来像「住みたくなるまち日本一」を目指して、まちづくりに取

り組んでまいります。 

記 
 

2022年「住み続けたい自治体ランキング」 

順位 自治体名 平均評価点 

1位 富谷市 73.07 

2位 宮城郡利府町 72.46 

3位 仙台市太白区 71.82 

4位 名取市 71.72 

5位 仙台市青葉区 71.59 

※5月 17日、「SUUMO 住民実感調査 2022 宮城県版」にて公表。 

 

■富谷市が１位となった魅力項目 

・子育てに関する自治体サービスが充実している 

・介護や高齢者向けサービスが充実している 

・人からうらやましがられそう 

・魅力的な働く場や企業がある 

 

 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  
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居住に関する民間調査 

▶大東建託株式会社調査 

「街の住みここちランキング」 

県内第 1位（3年連続 2019、2020、2021） 

東北第 1位（2年連続 2020、2021） 

「街の幸福度＆住み続けたい街ランキング」 

    住み続けたい街、街に誇りがある 東北第 1位（2021） 

▶株式会社東洋経済新報社調査 

「住みよさランキング」 

    東北第 2位（2021） 

    県内第 1位（2年連続 2020、2021） 


